
平成26年度 芋川砂防フィールドミュージアム

実行委員会・作業部会合同会議を開催

平成２６年９月９日

芋川砂防フィールドミュージアム実行委員会

芋川砂防フィールドミュージアム実行委員会は、平成16年に
発生した新潟県中越地震の教訓、短期で復旧させた砂防技術、
その過程で注がれた人の思いや連携の力などを継承し、地域の
絆を活かして防災力を高め、地域の魅力とともに砂防施設等を
活用して地域振興に寄与し、今後の全国の土砂災害対応と砂防
技術の継承に寄与することを目的として、平成23年度に設立し
ました。
実行委員会のメンバーは、長岡造形大学の澤田雅浩准教授を

実行委員長とし、地域の有識者、関係自治体等を実行委員とし
て構成されています。 澤田実行委員長

９月８日(月)に長岡市山古志支所において、「平成2６年度 芋川砂防フィールドミュージア

ム実行委員会・作業部会 合同会議」が開催されました。

会議では、これまでに行われてきた芋川砂防フィールドミュージアムの取り組み状況の報告

や、中越地震の際に大きな被災を受けた東竹沢において８月３１日（日）に行われた防災運動

会を今後の地域の活性化のきっかけにしていきたいといった議論がなされました。

また、今後の予定に関して、中越地震から10年目という節目を期に１0月４日(土)に予定さ

れている現地見学会について議論がなされた他、１０年を期に各機関が取り組む内容などにつ

いて情報交換がなされました。

東竹沢地区被災～復旧状況説明看板設置

実行委員会の様子 芋川砂防フィールドミュージアム取り組み状況


